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エラスチン：血管・肌・膝・バスト・肺

ヒシエキス：抗糖化・肌・血糖値

アスコフィランHS：肺炎・免疫力・血糖値

機能性紹介HPはコチラ！！

エラスチン：血管・肌・膝・バスト・肺

ヒシエキス：抗糖化・肌・血糖値

アスコフィランHS：肺炎・免疫力・血糖値

“生活習慣病対策” ヒシエキスストップ！
メタボリック症候群

◼ 生活習慣病とは？

◼ 生活習慣病にかかわる糖化ストレスと
ヒシエキスに期待される作用（in vitro試験）

◼ ヒシエキスのヒト臨床における効果

過食や運動不足等の不健康な生活習慣が続くことで、
肥満やインスリン抵抗性の亢進、善玉ホルモン（アデ
ィポネクチン）の分泌低下が起こります。
その結果、内臓脂肪が蓄積し、高血圧・脂質異常・高
血糖が併発する生活習慣病と診断されます。
生活習慣病をそのままにしておくと動脈硬化が進み、
糖尿病合併症や脳卒中・心筋梗塞などの重篤な疾患に
つながります。

アディポネクチン濃度変化量

アディポネクチン濃度変化量の有意な上昇

AGEs蓄積変化率

血中ペントシジン量（AGEｓ）の有意な低下

ヒト臨床
試験評価

糖化ストレス軽減
＋アディポネクチン

糖化によるたんぱく質の変性やAGEsの蓄積は生活習慣病に関連すると
考えられています。ヒシエキスは強力な抗糖化・糖化物分解・糖代謝酵
素抑制、脂肪細胞の分化促進作用により生活習慣病の重たる症状に対す
る作用が期待できます。
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in vitro試験管内評価
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(Takeshita et al, 2016)
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ヒシエキスで生活習慣病
対策はいかがでしょうか？


